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発泡体と樹脂含浸ガラスクロス複合パネルを用いた軽量覆工板の開発 

（その１ 工法概要及び滑り抵抗試験結果） 
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1.はじめに 

鉄道駅舎の改修工事では、工事可能な時間は終電か

ら始発間の数時間に限られる。特に、プラットホーム

の掘削を伴う改修工事（例えば、屋根新設に伴うプラ

ットホーム内への鉄骨柱基礎築造）では、掘削箇所を

「作業開始時：覆工板の撤去」→「作業終了時：再覆

工（覆工板再配置）」作業が毎回必要となる。従って、

「掘削箇所の覆工と撤去」作業の時間短縮が工期短縮

に直結する。  

一方、プラットホーム上の作業では重機の使用が困

難なため、資材の搬送・組み立ては人力によるケース

が殆どである。従って、覆工板には、荷重を支持する

剛性・耐力と人力搬送可能な重量の両立が求められる。  

そこで、図 2 に示す特殊発泡体と樹脂含浸ガラスク

ロスから成る軽量・高強度な複合パネルを軽量形鋼で

補強した「軽量覆工板」を開発した。  

この軽量覆工板の開発に於いて、曲げ剛性の耐力確認

を目的とした「曲げ実験」、ヒール等による耐踏み抜き性

の確認を目的とした「支圧実験」、耐滑り性の確認を目的

とした「滑り抵抗試験（CSR試験）」を行った。 

その１では、「軽量覆工板」の概要を示すとともに、

「滑り抵抗試験（CSR 試験）」結果を報告する。 

2. 軽量覆工板の概要 

軽量覆工板は、特殊発泡体と樹脂含浸ガラスクロス

複合パネルを基に、図 3 に示す通りパネル両側面に軽

量形鋼（溶融亜鉛メッキ鋼板・SGCC 材、t＝0.8mm を

曲げ加工）を接着した構造で、剛性・耐力の確保と軽

量化（1m 長さ当たりの重量 7.7kg/m）を両立させてい

る。更に、接着した軽量形鋼も含めて写真 1 に示す通

写真 1.電動丸鋸での切断 

図 1.夜間工事のタイムスケジュールの例 

写真 2.従来の覆工板（H 形鋼使用） 

部材   ：H-100×100×６×８ 

重量   ：1本 39kg (230cm) 

開口寸法：230cm×230cmに

対して 23本必要 

総重量  ：897kg 

図 2.複合パネルの構造及び特徴 

【材質】 

①樹脂含侵ガラスクロス 

（ガラスクロス+熱硬化樹脂）×積層高熱プレス 

②特殊発泡体（合成樹脂発泡体） 

【特徴】 

①軽量・高精度 

②接着可能 

③木工工具で加工可能 
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り木工工具で加工（切断）可能なため、仮設構造物で

生じがちな現場での寸法調整も容易に出来る構造とな

っている。  

従来の覆工方法と軽量覆工板との比較を以下に示す。

従来方法の代表例として H 形鋼を用いた覆工を写真 2

に示す。プラットホーム上の開口寸法は 230×230cm

で、人力での搬送・組み立てが可能なように H 型鋼に

は H-100×100×6×8（1 本当たり重量 39kg）を用いる。

そのため、合計 23 本の H 形鋼が必要となり、総重量

は 897kg である。 

同じ開口に軽量覆工板を用いた場合は図 4 に示す通

り、長さ 2.3m の軽量覆工板（1 枚当たりの重量 17.7kg）

7 枚を用いる。軽量覆工板総重量は 124kg で H 形鋼の

14％の重量に低減できる。なお、軽量覆工板は写真 3

に示す通り作業員 2 人 1 組で同時に 3 枚運搬可能であ

り、作業効率化が図れる。  

3. 耐滑り性実験  

 軽量覆工板の耐滑り性を C.S.R 試験１）により評価した。

試験結果を表１に示す。C.S.R 値は 0.74（乾燥）、0.69

（湿潤）であり、推奨値 0.4以上１）であることが確認され

た。 

以上より、軽量覆工板表面に接着した防滑シートは、

十分な耐滑り性を有することが明らかとなった。 

4. まとめ 

鉄道駅舎の改修工事特有の「短い作業時間」、「資材

人力搬送」による課題解決のために、特殊発泡体と樹

脂含浸ガラスクロスから成る軽量・高強度な複合パネ

ルを軽量形鋼で補強した「軽量覆工板」を開発した。

本報ではその構造概要を示した。  

また、「軽量覆工板」は十分な耐滑り性を有するこ

とを明らかにした。 
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軽量覆工板  

単位長さ重量 7.7kg/m 

長さ 2.3m 

1枚当り重量 7.7×2.3=17.7kg 

開口覆工全重量 

(7枚) 
17.7×7=124kg 

 

 

 

 

写真 3.軽量覆工板運搬状況 

図 4.軽量覆工板による開口覆工 

図 3.軽量覆工板の構成 
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表 1.CSR 試験結果 

3 枚 
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